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2025 年 6 月 22 日（日） 

日本キリスト教団 久宝
きゅうほう

教会
きょうかい

 

第 68 巻第 10 号（通算 3447 号） 

教会設立 1959 年 6 月 14 日 
 
〒581-0072 
大阪府八尾市久宝寺 6 丁目 7－10 

TEL 072-992-2131 FAX 072-992-2135 

主任担任教師・牛田 匡 牧師 

隠退教師・小林 達夫 牧師 

郵便振替：00980－5－212130 「日本基督教団久宝教会」 

【集会案内】こどもの礼拝：毎日曜 10：00－10：20   何かお悩みがありましたらご遠慮なくご相談ください 

      主日礼拝：毎日曜 10：30－11：30 小さい子どもたちも、いつでも歓迎いたします。 

教会標語 
 

小
ちい

さくされている人
ひと

を 

大切
たいせつ

にする教 会
きょうかい

 
 

ホームページ「久宝教会」 
（ウェブサイト）  

    http://www.koinonia.or.jp/kyuhokyokai 

【連絡先(牛田)】090-9161-4027 

kyuho-church@koinonia.or.jp 

この「確かさ」は当て外れということがありません。私たちが頂いている聖霊の働きによって、 

人を大切にする神の思いが、すでに私たちの心に注がれているからです。（ローマ５：５） 

 



招きの詞 エゼキエル書 18 章 31－32 節（聖書協会共同訳） 

 31「あなたがたが a 私に対して行ったすべての背
そむ

きを投げ捨て、自ら新しい心と 

新しい霊を造り出せ。イスラエルの家よ、どうしてあなたがたは死のうとするのか。

32私は誰の死をも喜ばない。立ち帰って、生きよ――主なる神の仰
おお

せ。」 

（脚注 a：LXX による。ヘブライ語原典では「彼らに対して」） 
 

聖書  使徒言行録  17 章
しょう

 22－34節
せつ

（聖書協会共同訳） 

 22 パウロは、アレオパゴスの真ん中に立って言った。「アテネの皆さん、あなた

がたがあらゆる点で信仰のあつい方であることを、私は認めます。23道を歩きなが

ら、あなたがたが拝
おが

むいろいろなものを見ていると、『知られざる神に』と刻まれ

ている祭壇さえ見つけたからです。それで、あなたがたが知らずに拝んでいるもの、

それを私はお知らせしましょう。24世界とその中の万物とを造られた神が、その方

です。この神は天地の主ですから、人の手で造った神殿などにはお住みになりませ

ん。25また、何か足りないことでもあるかのように、人の手によって仕えてもらう

必要もありません。すべての人に命と息と万物とを与えてくださるのは、この神だ

からです。26神は、一人の人からすべての民族を造り出して、地上の全域に住まわ

せ、季節を定め、その居住地の境界をお決めになりました。27これは、人に神を求

めさせるためであり、また、彼らが探し求めさえすれば、神を見いだすことができ

るようにということなのです。実際、神は私たち一人一人から遠く離れてはおられ

ません。28a私たちは神の中に生き、動き、存在しているからです。皆さんのうちの

ある詩人たちも、『我らもその子孫である』と言っているとおりです。29 私たちは

神の子孫なのですから、神である方を、人間の技や考えで刻んだ金、銀、石などの

像と同じものと考えてはなりません。30さて、神はこのような無知な時代を大目に

見てくださいましたが、今はどこにいる人でも皆悔い改めるようにと、命じておら

れます。31先にお選びになった一人の方によって、この世界を正しく裁く日をお決

めになったからです。神はこの方を死者の中から復活させて、すべての人にそのこ

との確証をお与えになったのです。」 

 32 死者の復活ということを聞くと、ある者は嘲笑い、ある者は、「それについて

は、いずれまた聞かせてもらうことにしよう」と言った。33それで、パウロはその

場を立ち去った。34 しかし、彼に付いて行って信仰に入った者も、何人かいた。  

その中にはアレオパゴスの議員ディオニシオ、またダマリスと言う女やその他の

人々もいた。 

（脚注 b：別訳「我らは神の中に生き、動き、存在する」からである）  



 

《先週のメッセージより》2025 年 6 月 15 日 教会創立記念礼拝 

「重荷を負っても生きる」より       牛田匡牧師 

聖書 マタイによる福音書 11 章 25－30 節 

 イエス様は、日々に、苦役や差別、様々な苦難という軛（くびき）を負って

いた人たちに対して、「私の所に来たら、あなたたちの軛を外してあげましょ

う」とは、言われませんでした。なぜなら、私たちの日々の生活の中から、重

荷が一切無くなる、ということはないからです。もしも「一切無くなりました」

と言ったら、それは見て見ぬふりをしているだけの嘘でしょう。イエス様は「私

の軛を負い、私に学びなさい～私の軛は負いやすく、私の荷は軽いから」（29-

30）と言われました。この「負いやすく」という言葉は、「楽である」「心地好

い」「適した」とも訳せる言葉です。例えば、自分の足のサイズと靴のサイズ

がぴったりと合っていたら、無理がなく楽で心地好いように、軛が自分の肩や

首の形にぴったりとフィットしていたら、大きな荷物でも意外と軽々と担える

ことがあるのだろうと思います。また古代イスラエル社会における「軛」は、

二頭立てだったようです。ですから、「私の軛を負いなさい。それはあなたに

適している」という言葉には、「あなたの隣に、あなたと共に軛を負う仲間・

助け手も備えましょう」ということも含まれているとも考えられます。 

 重荷から目を逸らして、見て見ぬふりをするのではない。抑圧者側、他人の

足を踏みつける側、権力者側に立って、自分自身に嘘をつくのでもない。イエ

ス様のように、神様と共に、神様に助けられながら、事実に目を向けて、その

荷が重くても、一歩ずつ歩みを進めていこう。なぜなら、その軛はあなたにフ

ィットしていて、さらにまたあなたの隣には、あなたと共に軛を負う仲間がい

るから……。そのようにイエス様の後に従って歩む時、私たちは重荷を負って

も、なお生きていくことが出来るという奇跡、神様の働きを見せてもらえるの

ではないかと思います。単純に、今日よりも明日の生活が楽になり、重荷がど

んどん軽くなる、というようなことは、単なる嘘だった、ということに気が付

いてしまった現代です。そのような時代だからこそ、私たちは自分の肩に載っ

ている重荷、また隣の人の肩に載っている重荷に目を向けていきたいと願いま

す。そして、そのような重荷を負う中に共にいてくださる神様、また世の中か

ら、価値がないと見なされて、見放されているものの中にこそ、神様の力が働

くということを、認めていきたい、確かめていきたいと願います。そこにこそ、

これからの時代の教会の夢があるのだと思っています。 
 

毎週の「メッセージより」は、ウェブサイト等にも順次掲載されています。 
 

 

 ホームページ    Facebook   YouTube 
             



 

◎ 先週の報告 2025 年 6 月 15 日 教会創立記念礼拝 
 礼拝出席 大人 6 人 献金 大人 5,200 円 中継視聴者数 17 回 感謝 
・6 月 20 日（金）    さんが転倒により左脚の大腿骨を骨折され、病院に入院
中です。明日 23 日（月）に手術の予定です。お祈りください。 
 
◎次週 2025 年 6 月 29 日（日）聖霊降臨節第 4 主日礼拝 
 招きの詞 詩編 67 編 7－8 節 
 聖 書 ヨハネの手紙Ⅰ 1 章 5－10 節 
 メッセージ 「神は光。光の中を共に歩む」牛田匡牧師 
 礼拝の中で、今年度 6 月にお誕生日を迎えられた方々を祝福いたします。 
 

◎お知らせ         

・これまでの「週報」や「メッセージ（全文）」はホームページに掲載しています。

また中継録画のメッセージ部分を YouTube でご覧いただくことも可能です。 

・本日の礼拝後に、釜ヶ崎支援のために「おにぎり作り」を行い、いこい食堂にお届

けします。どなたでもご参加ください。お米の価格の高騰や、品薄の状態が続いて

います。いこい食堂を始め、釜ヶ崎で支援活動を行っている諸団体でもお米の献品

を募集されています。お米に限らず、献品や献金をいつでも受け付けています。 

・本日 6 月 22 日（日）18 時～21 時と翌 23 日（月）8 時半～12 時半にかけて、天満

教会（地下鉄「南森町」駅下車・徒歩 5 分）にて、日本基督教団性差別問題連絡会

第 20 回全国会議 in 大阪が開催されます。テーマは「ええ加減にせぇ、家父長制 

～このモヤモヤを誰かに伝えたい～」です。22 日には 4 人の方からの発題があり、

その後参加者がグループに分かれて、グループごとの話し合い、交流会がありま

す。参加費は部分参加が 1,500 円、全参加が 3,000 円です。申込期間は終わってい

ますが、当日参加についても直接お問い合わせください。 

・6 月 24 日（火）17 時～18 時 40 分にかけて、関西学院大学（兵庫県西宮市）にて

人権問題講演会が開催されます。講演題は「へーそうなんや、ほんで？ ～共感か

ら共生へのいざない～」、講師は青木理恵子 

 氏（特定 NPO 法人 CHARM 事務局長）です。 

 西宮上ヶ原キャンパスでの会場参加の他、 

 ZOOM を利用してのオンライン参加も可能 

 です。申込は不要です。直接、下記の 

 ID：930 0641 8562、パスコード：998180 

 を入力してご参加ください。 
 
 
 
 
 
 
 
   
◎次週以降の行事予定   

 メッセージ 行事 

6/29 牛田匡牧師 誕生者祝福式 

7/6 牛田匡牧師 ユーカリスト・教会を考える会 

7/13 牛田匡牧師 部落解放祈りの日・おにぎり支援？ 

7/20 牛田匡牧師  

 
 


